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一
、
日
本
銀
行
の
仮
拂
金
勘
定
は
、
日
本
銀
行
の
勘
定
公
表
面
で
は
、
雜
勘
定
の
中
に
含
め
て
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
之
は

そ
の
名
の
通
り
処
理
未
決
済
の
支
拂
勘
定
を
整
理
し
て
い
る
も
の
で
、
日
本
銀
行
資
産
総
体
か
ら
見
れ
ば
大
し
た
金
額
で

は
な
い
。
即
ち
本
年
一
月
以
降
各
月
末
に
お
け
る
本
勘
定
の
残
高
は
一
月
一
一
、
〇
五
七
百
万
円
、
二
月
六
七
一
百
万
円
、

三
月
八
二
六
百
万
円
、
四
月
一
、
〇
二
四
百
万
円
、
五
月
一
、
一
四
三
百
万
円
、
六
月
一
、
三
一
一
百
万
円
、
七
月
一
、
四

七
〇
百
万
円
、
八
月
一
、
五
四
九
百
万
円
、
九
月
一
、
六
八
六
百
万
円
と
な
つ
て
い
る
が
、
内
主
な
る
も
の
は
、
次
の
二

つ
で
、
本
仮
拂
金
勘
定
の
殆
ん
ど
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は
孰
れ
も
日
本
銀
行
と
し
て
は
所
謂
通
り
拔
け
勘
定
で

経
理
技
術
上
の
勘
定
で
あ
り
、
そ
の
他
は
全
く
処
理
未
済
の
微
々
た
る
金
額
に
過
ぎ
な
い
。
尚
一
月
末
の
金
額
が
特
に
多

額
な
の
は
、
尚
月
末
迄
は
、
進
駐
軍
関
係
諸
費
の
立
替
拂
金
が
本
勘
定
で
処
理
さ
れ
て
い
た
爲
め
で
あ
る
。 

（2） 

國
税
第
一
封
鎖
預
金
未
收
分 

（1） 

連
合
軍
軍
票
交
換
代
金 

こ
れ
は
連
合
軍
使
用
の
円
表
示
Ｂ
式
軍
票
が
引
替
の
爲
め
日
本
銀
行
へ
來
た
も
の
の
代
り
金
で
あ
る
。 一 

 



二
、
政
府
資
金
撒
布
超
過
と
そ
の
原
因 

（3）

 

支
拂
增
加
の
原
因
と
し
て
は
人
件
費
の
增
加
、
政
府
支
拂
の
促
進
等
の
外
、
麦
、
馬
鈴
薯
の
收
買
期
で
あ
つ
た
こ 

（2）

 

そ
の
原
因
は
こ
の
期
間
に
お
い
て
租
税
收
入
一
五
六
億
円
を
は
じ
め
と
し
て
公
價
改
訂
に
よ
る
食
糧
管
理
收
入
の
增

加
（
前
期
即
ち
第
一
四
半
期
に
対
し
五
三
億
円
增
）
運
賃
引
上
に
よ
る
鉄
道
收
入
の
增
加
（
前
期
比
二
二
億
円
增
）

等
に
よ

り
総
額
五
七
三
億
円
の
引
上
を
見
て
、
第
一
四
半
期
に
比
し
三
三
億
円
の
收
入
增
加
を
見
た
に
も
拘
ら
ず
支
拂
が
こ
れ

を
上
ま
わ
り
合
計
七
七
一
億
円
に
達
し
、
第
一
四
半
期
に
比
し
て
約
一
六
六
億
円
の
大
巾
の
增
加
を
示
し
た
こ
と
に
よ

る
。 

（1）

 

最
近
に
お
け
る
政
府
資
金
対
民
間
撒
布
超
過
額
は
七
月
六
九
億
円
、
八
月
九
一
億
円
、
九
月
五
七
億
円
合
せ
て
二
一

七
億
円
で
あ
る
。 

第
一
封
鎖
預
金
を
も
つ
て
國
庫
に
納
入
さ
れ
た
國
税
等
が
引
続
き
大
藏
大
臣
名
義
の
預
金
と
し
て
金
融
機
関
に
残
る
た

め
日
本
銀
行
と
し
て
は
こ
れ
を
未
收
金
と
し
て
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

 



三
、
昭
和
二
十
二
年
度
國
民
所
得
推
計
総
額
並
び
に
そ
の
内
訳
（
調
整
項
目
の
内
訳
を
含
む
）
及
び
國
民
所
得
の
計
算
方
法
並

び
に
そ
の
基
準 

現
在
の
よ
う
な
経
済
の
変
動
期
に
お
い
て
、
し
か
も
諸
統
計
資
料
の
不
備
な
現
状
に
お
い
て
は
、
正
確
な
國
民
所
得

を
算
出
す
る
こ
と
の
極
め
て
困
難
で
あ
る
実
情
に
つ
い
て
充
分
御
賢
察
せ
ら
れ
た
い
。
今
後
わ
が
國
経
済
政
策
の
樹
立

運
営
上
、
國
民
所
得
の
正
確
な
調
査
を
是
非
と
も
必
要
と
す
る
の
で
、
統
計
資
料
の
整
備
、
調
査
機
構
の
整
備
を
図
つ

て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

と
、
及
び
民
間
貿
易
再
開
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
交
易
営
團
等
旧
貿
易
機
関
の
手
形
決
済
及
び
貿
易
公
團
に
対
す
る

貸
付
の
增
加
等
を
來
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
即
ち
食
糧
管
理
会
計
の
支
拂
一
六
〇
億
円
（
前
期
比
九
九
億
円
增
）
を

は
じ
め
と
し
て
貿
易
資
金
七
一
億
円
（
前
期
比
四
六
億
円
增
）
鉄
道
九
八
億
円
（
前
期
比
三
一
億
円
增
）
等
の
大
巾
支
拂
を

見
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
期
間
中
の
終
戰
処
理
費
の
支
拂
は
一
三
五
億
円
で
第
一
四
半
期
と
ほ
ぼ
同
額

（
前
期
は
一
三
一
億
円
）
に
と
ど
ま
つ
た
。 

三 

 



四
、
昭
和
二
十
二
年
度
資
金
需
要
（
財
政
資
金
、
産
業
資
金
、
國
民
消
費
）
並
び
に
資
金
計
画
の
総
額
及
び
そ
の
内
訳
（
一
般 

右
の
國
民
所
得
の
推
計
は
生
産
國
民
所
得
即
ち
物
的
方
法
に
よ
つ
て
把
握
し
た
も
の
で
、
戰
前
の
比
較
的
正
常
な
時

期
で
あ
る
昭
和
十
年
の
内
閣
統
計
局
の
國
民
所
得
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
十
年
に
お
け
る
物
財
及
び
用
役
の
生
産
並
び

に
物
價
と
昭
和
二
十
二
年
度
の
そ
れ
ら
と
を
対
比
し
、
そ
の
間
の
変
動
を
考
慮
し
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
物

價
に
つ
い
て
は
大
体
本
年
七
八
月
頃
の
物
價
水
準
に
よ
つ
て
い
る
。
從
つ
て
今
後
に
お
け
る
物
價
の
推
移
と
物
資
生
産

実
績
の
成
果
如
何
に
よ
つ
て
は
、
前
記
國
民
所
得
の
推
定
額
に
は
多
少
の
変
更
を
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。 

次
に
國
民
所
得
に
関
連
す
る
調
整
項
目
は
、
振
替
所
得
、
間
接
税
、
專
賣
益
金
在
庫
品
評
價
增
減
價
償
却
等
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
個
々
の
項
目
に
つ
い
て
は
な
お
精
査
し
な
け
れ
ば
正
確
を
期
し
難
い
が
、
そ
の
総
額
は
大
体
一
千
数
百

億
円
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

上
述
の
よ
う
な
困
難
な
事
情
の
下
で
は
あ
る
が
、
生
産
國
民
所
得
に
つ
い
て
一
應
の
推
計
を
行
つ
た
結
果
昭
和
二
十

二
年
度
國
民
所
得
総
額
は
概
算
九
千
億
円
と
推
定
せ
ら
れ
る
。 

四 

 



昭
和
二
十
二
年
度
の
國
民
所
得
等
の
支
出
の
う
ち
、
財
政
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
総
額
二
千
六
十
六
億

円
、
特
別
会
計
の
收
支
不
足
額
五
百
五
十
一
億
円
、
合
計
二
千
六
百
十
七
億
円
で
あ
る
か
ら
、
國
民
所
得
に
対
す
る
割

合
は
二
九
％
に
当
る
。
こ
れ
に
地
方
財
政
資
金
を
考
慮
す
れ
ば
三
十
二
、
三
％
を
占
め
る
と
認
め
ら
れ
る
。
又
産
業
資

金
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
産
業
資
金
が
財
政
資
金
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
例
え
ば
復
興
金
融
金
庫
等
に
対

す
る
政
府
出
資
、
貿
易
資
金
、
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
所
要
資
金
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
控
除
し
て
考
え
れ
ば
産
業

資
金
は
千
二
百
五
十
億
円
程
度
と
認
め
ら
れ
る
。 

な
お
國
民
消
費
資
金
に
つ
い
て
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
諸
統
計
資
料
不
備
の
現
状
で
は
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
つ
て
、
公
表
し
う
る
よ
う
な
正
確
な
計
数
を
得
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
経
済
の
不

安
定
な
現
状
に
鑑
み
て
已
む
を
得
な
い
点
の
存
す
る
こ
と
を
御
了
承
願
い
た
い
。 

融
資
、
そ
の
内
訳
、
復
金
債
券
の
内
訳
、
直
接
投
資
の
内
訳
） 

次
に
昭
和
二
十
二
年
度
の
資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
第
三
四
半
期
ま
で
の
産
業
資
金
計
画
が
決
定
し
て
い
る
だ
け
で 

五 

 



第
一
に
資
金
供
給
即
ち
資
金
蓄
積
で
あ
る
が
、
一
般
自
由
預
金
は
千
七
百
億
円
が
增
加
の
見
込
で
、
第
一
封
鎖
預
金

の
減
少
見
込
六
百
三
十
億
円
を
差
引
き
、
千
七
十
億
円
の
資
金
增
加
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
直
接
投
資
見
込
五
十
億
円

を
加
え
、
供
給
総
額
は
千
百
二
十
億
円
と
な
る
。 

あ
る
が
、
年
度
全
体
を
通
じ
て
の
綜
合
資
金
需
給
に
つ
き
、
現
在
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。 次

に
資
金
需
要
に
つ
い
て
、
第
一
に
財
政
資
金
の
資
金
所
要
額
を
本
年
度
予
算
に
つ
い
て
み
る
と
、
先
般
大
藏
省
よ

り
提
出
し
た
政
府
及
び
政
府
機
関
資
金
綜
合
予
定
表
の
通
り
、
一
般
会
計
は
收
支
均
衡
し
、
特
別
会
計
は
五
百
五
十
一

億
円
、
地
方
財
政
百
一
億
円
、
復
興
金
融
金
庫
四
百
六
十
億
円
、
計
千
百
十
二
億
円
で
あ
つ
て
、
復
興
金
融
金
庫
を
除

く
と
六
百
五
十
二
億
円
で
あ
る
。 

第
二
に
産
業
資
金
需
要
は
一
般
融
資
六
百
八
十
億
円
、
復
興
金
融
金
庫
四
百
四
十
億
円
、
直
接
投
資
そ
の
他
百
三
十

億
円
、
計
千
二
百
五
十
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。
此
の
中
復
興
金
融
金
庫
は
政
府
出
資
に
よ
る
百
億
円
を
控
除
し
た
も
の 

六 

 



五
、
昭
和
二
十
二
年
度
貯
蓄
增
加
の
推
定
並
び
に
そ
の
計
画 

当
初
の
計
画
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十
二
年
度
に
お
け
る
自
由
預
金
の
增
加
目
標
額
は
総
額
千
二
百
億
円
（
月
間
百
億
円
）
で

あ
つ
て
、
こ
れ
に
対
し
增
加
実
績
は
第
一
四
半
期
二
八
三
億
円
（
達
成
率
九
四
％
）
第
二
四
半
期
四
四
七
億
円
（
一
四
九

％
）
で
あ
り
、
貯
蓄
增
加
は
最
近
相
当
の
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
の
公
價
改
訂
、
追
加
予
算
、
産
業
所
要
資

金
の
增
大
等
の
新
事
態
に
対
し
て
、
こ
の
実
績
を
以
て
し
て
も
十
分
で
な
く
、
貯
蓄
目
標
額
を
年
間
千
七
百
億
円
程
度
に

で
、
前
述
の
四
百
六
十
億
円
と
相
違
す
る
の
は
復
興
金
融
金
庫
の
保
証
融
資
そ
の
他
を
控
除
し
た
復
興
金
融
債
券
に
よ

る
資
金
の
純
調
達
額
の
見
込
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

從
つ
て
財
政
資
金
と
産
業
資
金
を
合
計
す
る
と
資
金
需
要
の
見
込
は
約
千
九
百
億
円
と
な
り
、
資
金
供
給
見
込
額
千

百
二
十
億
円
に
対
し
七
百
八
十
億
円
程
度
の
資
金
不
足
を
生
ず
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
資
金

不
足
額
は
、
國
民
貯
蓄
の
成
果
如
何
に
よ
つ
て
、
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貯
蓄
の
吸
收
に
最
大
の
努
力
を
拂
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

七 

 



六
、
通
貨
增
発
の
見
込 

通
貨
增
発
の
現
在
ま
で
の
足
取
り
は
本
年
度
第
一
四
半
期
二
百
六
億
円
、
第
二
四
半
期
二
百
一
億
円
と
概
ね
一
定
し
て

い
た
が
、
十
月
に
入
つ
て
よ
り
價
格
改
訂
の
影
響
が
現
れ
始
め
、
特
に
主
食
供
出
の
促
進
に
よ
つ
て
こ
の
代
金
が
放
出
さ

れ
る
季
節
的
関
係
も
あ
り
、
同
月
中
百
十
二
億
円
に
達
し
稍
々
增
発
額
が
大
き
く
な
つ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
事
情
の
た

め
本
年
末
ま
で
は
通
貨
が
收
縮
す
る
こ
と
は
望
み
難
く
、
な
お
增
発
を
続
け
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
第
四
四
半
期
に
な
れ
ば
特
に
租
税
收
入
そ
の
他
の
歳
入
も
相
当
激
增
す
る
見
込
で
あ
り
、
來
年
一
月

以
降
は
通
貨
の
膨
脹
は
相
当
に
鈍
化
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
政
府
と
し
て
は
貯
蓄
の
增
強
と
融
資
規
制
の
機
動
的
運

営
に
よ
り
通
貨
の
增
発
は
嚴
に
抑
制
す
る
方
針
で
あ
り
、
就
中
貯
蓄
の
增
加
に
最
大
の
努
力
を
拂
つ
て
年
末
の
日
本
銀
行

券
の
発
行
高
は
千
九
百
二
十
億
円
程
度
に
止
め
た
い
と
考
え
る
。 

引
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
第
三
四
半
期
に
お
い
て
は
、
農
業
会
の
供
出
代
金
の
振
替
に
よ
る
貯
金
の
增
大
等
が
み
こ
ま
れ

る
か
ら
、
五
五
〇
億
円
の
自
由
預
金
の
增
加
を
期
待
し
て
い
る
。 

八 
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九 

 



           

一
〇 

 



八
、
昭
和
二
十
二
年
度
專
賣
局
特
別
会
計
收
入 

          

一
一 

 



九
、 

一
〇
、 

         

一
二 

 



一
〇
、
昭
和
二
十
二
年
度
通
信
事
業
收
入
調 

          

一
三 

 



十
、 

          

一
四 

 



           

一
五 

 



十
、 

          

一
六 

 



十
一
、
左
記
資
料
を
以
て
答
弁
に
代
え
る
。 

          

一
七 

 



        

（3）
自
一
九
四
七
年
至
一
九
四
八
年
六
月
輸
入
先
別
輸
入
計
画 

（2）
自
一
九
四
七
年
七
月
至
一
九
四
八
年
六
月
輸
出
先
別
輸
出
計
画 

（1）
自
終
戰
至
昭
和
二
十
二
年
六
月
輸
出
入
統
計
資
料 

一
八 

 



           

一
九 

 



           

二
〇 

 



           

二
一 

 



           

二
二 

 



           

二
三 

 



           

二
四 

 



           

二
五 

 



           

二
六 

 



           

二
七 

 



           

二
八 

 



           

二
九 

 



           

三
〇 

 



           

三
一 

 



           

三
二 

 



           

三
三 

 



           

三
四 

 



           

三
五 

 



           

三
六 

 



           

三
七 

 



           

三
八 

 



           

三
九 

 



           

四
〇 

 



           

四
一 

 



           

四
二 

 



           

四
三 

 



           

四
四 

 



           

四
五 

 



           

四
六 

 



           

四
七 

 



           

四
八 

 



           

四
九 

 



           

五
〇 

 



十
三
、
復
金
の
融
資
先
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
答
弁
す
る
こ
と
は
、
種
々
の
影
響
を
考
慮
し
て
差
控
え
る
こ
と
と
致
し
た
い
。 

十
二
、
貿
易
資
金
特
別
会
計
の
実
績
並
び
に
計
画
に
つ
い
て
は
、
目
下
資
料
を
作
製
中
で
あ
り
近
く
完
成
を
俟
つ
て
國
会
に

提
出
の
予
定
で
あ
る
か
ら
御
諒
承
願
い
た
い
。 

     

五
一 

 




